
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
対

応
に
は
大
き
な
変
化
が
出
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
消
毒
、
十
分
な
換
気
な
ど
感
染
予
防
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
行
動
制
限
を
か

け
ず
、
普
通
に
社
会
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
第
８
派
が
到
来
し

た
11
月
以
降
も
、
全
国
旅
行
支
援
や
食
べ
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
経
済
を
回
す
仕

組
み
が
動
き
、
ま
た
、
外
国
人
の
入
国
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
上
、
円
安
も
重
な

り
、
多
く
の
外
国
人
が
来
日
し
、
観
光
地
に
は
活
気
が
戻
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
場
で
は
声
出
し
応
援
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
行

動
制
限
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始

ま
り
、
未
だ
収
束
の
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
穀
物
の
大
輸
出
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
小
麦
な
ど
輸
出
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油
や
天
然
ガ
ス
の

輸
出
に
制
限
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
食
料
や
燃
料
費
、
原
材
料
費
が
高
騰
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
日
米
の
金
利
差
が
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
も
あ
り
、
円
は
、
一

時
１
ド
ル
１
５
０
円
台
ま
で
値
を
下
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
県
内
各
地
で
台
風
15
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
組

合
員
の
中
に
も
、
被
害
を
受
け
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
災
害

へ
の
備
え
、
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
対
応
な
ど
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
工
組
が
昭
和
39
年
（
一
九
六
四
年
）
５
月
、
通
商
産
業
大
臣
の
認

可
を
経
て
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
60
年
目
に
入
り
ま
す
。
60
周
年
を
迎
え
る
来
年
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

私
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
９
月
に
開
催
し
ま
し
た
浜
電
工
業
株
式
会
社
50

周
年
記
念
式
典
の
中
で
、
二
〇
一
九
年
に
受
賞
し
た
旭
日
双
光
章
を
お
披
露
目
い

た
し
ま
し
た
。
受
賞
し
て
か
ら
３
年
目
に
し
て
皆
様
に
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で

き
、
や
っ
と
け
じ
め
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
多
忙
の
と
こ
ろ
た
く
さ

ん
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
ま
た
、
温
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
上
手
に
お
付
き
合
い
し
な
が
ら
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

静
岡
県
電
気
工
事
工
業
組
合

理
事
長
　
松
田
良
克
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年頭の御挨拶 年頭の御挨拶

　明けましておめでとうございます。
　皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。
　貴組合におかれましては、日頃から、本県電気保安行政
に、格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
また、平時における電気の安定供給や設備の安全確保、災害
時における迅速な復旧に努めていただいておりますことに対
し、深く敬意を表するとともに、引き続き御尽力をお願いす
る次第であります。
　さて、我が国では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の長期化に加え、海外情勢の不安定化による物価高騰や、半
導体の不足、日米金利差等を背景とする急激な円安の影響
が、幅広い業種、業態に波及しております。
　一方、人々の暮らし方や働き方は、コロナ禍を経て大きく
変化し、都市集中型から地方回帰への動きが目に見えて加速
しています。
　本県では、この転換期を新しい時代を切り拓く大きなチャ
ンスと捉え、全ての人が努力をすれば自らの夢を実現でき、
幸せを実感できる、富国有徳の「美しい“ふじのくに”」づく
りを推進してまいります。
　特に、社会のデジタル化への対応として、ＡＩやＩＣＴの
知識を有する人材の確保・育成を進めるほか、環境と経済と
が両立する持続可能な地域の構築を目指し、省エネルギー対
策の実施や再生可能エネルギーの導入を通じて、脱炭素型産
業構造への転換を図っているところです。
　こうした取組を実現させるためには、高い志を持って社会
に貢献できる自立した徳のある人材、すなわち「有徳の人」
の育成が不可欠であります。令和３年４月に開校した県立工
科短期大学校では、「現場に立って、自ら考え、行動できる
人材を育成」するという基本理念の下、グローバル化や科学
技術の進歩に対応できる人材の育成に取り組んでおり、在校
生の中から、若年者ものづくり競技大会の入賞者を輩出する
など、早くも大きな成果を挙げております。
　貴組合におかれましても、電気工事業界における女性の活
躍推進に努められているほか、中小電気工事業者が活動しや
すい環境整備を進めていると伺っております。このような、
先を見据えた取組が、電気工事業界、ひいては本県産業界全
体の活性化につながることを期待しております。
　電気が生活に欠かせない現代において、社会経済を支える
電気工事業の役割は一層重要性を増しており、本県が直面し
ている人口減少や経済再生といった喫緊の課題解決に向け、
引き続き、皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　静岡県は、昨年８月に、日本、中国、韓国の３か国による
文化芸術振興を図る取組である「２０２３年東アジア文化都
市」に選定されました。日本の文化の中心、いわば「文化首
都」として、食・農業、ものづくりなどを通して、本県をは
じめとした日本の文化の魅力を世界に広く発信すべく、多彩
な取組を進めてまいりますので、本年も一層のお力添えを賜
りますようお願い申し上げます。

　明けましておめでとうございます。静岡県電気工事工業組
合様並びに組合員の皆様に於かれましては、輝かしい新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、時代が令和へと移り変わる中で、中小企業を取り巻
く経営環境は大きな変革期を迎えております。今、企業には
デジタル化をはじめとした新たな社会構造への対応に加え、
パンデミックや自然災害に対する危機管理など、激しく変化
する経営環境に適応する柔軟な対応力が必要とされています。
　さらには個人・企業を問わず、社会の一員として取り組む
べきとされるＳＤＧｓ等に関する意識も高まりを見せてお
り、企業経営には持続可能な社会の実現に向けた責任ある活
動が求められるようになりました。
　そうした中で、私共中央会ではニューノーマル時代に適応
する中小企業を強力に支援すべく、「中小企業組合」を軸と
した支援事業を数多く展開しております。
　貴組合並びに組合員企業の皆様には、本会の支援事業を是
非ともご活用いただければ幸甚であります。
　近年では、地震や台風による自然災害も頻発しており、県
内に於いても昨年の台風１５号による甚大な被害は記憶に新
しいかと存じます。
　今回の経験で改めて、電力をはじめとした生活インフラの
重要性を県民一人一人が認識いたしました。そのような緊急
時にあって、貴組合の存在価値が非常に高いということは申
し上げるまでもなく、今後も引き続き、貴組合の活動が県民
の生活を照らす明るい光であり続けることをお祈り申し上げ
ます。
　本年の干支は「癸卯」でありますが、十二支は元来植物が
循環する様子を表しており、卯年は「春が訪れ、草花が生い
茂る成長の時期」とされています。中小企業がこの大きな時
代の節目に於いて、様々な課題を解決し逆境に打ち勝つため
には、成長や飛躍を表す「癸卯」の文字の如く、既存の形に
とらわれることなく、時代に即した成長を実現していく必要
があります。
　中央会といたしましては、中小企業組合の更なる進化こそ
が、厳しい状況にある中小企業の前進に繋がるという基本的
考えのもと、その成長を促す支援事業に全力で取り組んで参
る所存でございます。
　結びに、日本経済を覆う先行きの不透明感が払拭され光が
差し込むことにより、皆様にとりまして希望の花が大きく咲
き誇る輝かしい１年となりますよう心よりご祈念申し上げま
して、新年のご挨拶とさせて戴きます。

� 静岡県知事　川 勝 平 太
静岡県中小企業団体中央会

� 会長　山 内 致 雄
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年頭の御挨拶

　明けましておめでとうございます。
　貴組合の皆さまにおかれましては、ご家族お揃いで明るい新
春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、弊社の事業運営に、格別のご理解とご協力を賜り
厚く御礼申し上げます。また日頃から一般用電気工作物におけ
るお客さま設備の調査業務にご尽力頂き誠にありがとうござい
ます。

　昨年はロシア・ウクライナ情勢により、エネルギー情勢が激
変した１年となりました。燃料価格の高騰に加え、燃料調達リ
スクも依然継続しており、安価で安定的な電力供給に向けて厳
しい状況が続いています。
　そうしたなか、今冬の中部エリアの電力需給は、安定供給に
最低限必要な予備率３%以上は確保できる見通しではあります
が、一方で、発電所の予期せぬトラブルによる供給力の減少や
想定外の気温低下による需要増など、供給力不足へのリスク対
策が不可欠な状況となっています。
　弊社は、設備面の重点的な点検・保守を確実に実施するとと
もに、需給ひっ迫時においては、あらゆる対策を講じ、安定供
給に万全を期してまいります。お客さまにおかれましても、今
冬において無理のない範囲での節電にご協力いただきますよう
お願いいたします。

　また、近年の「自然災害の多発・激甚化」により、電力レジ
リエンスの強化の重要性が一層高まっています。昨年９月に発
生した台風15号では、静岡県内に大きな被害をもたらし、静岡
市清水方面では、浸水被害に加えて断水が続き、県内に大きな
爪痕を残しました。当社におきましても、送電鉄塔２基が土砂
崩落の影響により倒壊するなど、県内で最大16万戸のお客さま
が停電し、一部の地域では、土砂崩落の影響で復旧作業が思う
ように進まず、長期間の停電が発生し、皆さまにご迷惑をおか
けいたしました。そのような中でも、停電復旧を進めるにあた
り、地域の皆さまから、多くの励ましや感謝のメッセージをい
ただき、生活に密着したライフラインに携わる者として、その
責任の重さを痛感いたしました。このような自然災害を教訓と
し、早期復旧に向けた訓練を繰り返し実施すると共に、更なる
自治体との連携の強化、ＳＮＳや停電情報アプリ等を活用した
タイムリーな情報を皆さまにお届けできるよう災害対応力の強
化に努めてまいります。

　貴組合の皆さまと弊社とは、いつの時代においても、「安全
を最優先に、良質な電気を安定的にお届けする」という使命を
持つ仲間同士であります。お客さまに電気を安全に安心してお
使いいただくためには、弊社供給設備とお客さまの内線設備が
共に的確かつ高品質に構築され、相互に繋がることが不可欠で
す。お客さまの内線設備の構築および一般用電気工作物の調査
業務に従事される貴組合の皆さまとは、よきパートナーとして
連携しつつ、電力の安定供給に向けてともに邁進してまいりた
いと存じますので、本年もこれまでと変わらぬご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴組合の益々のご発展と皆さまのご健勝を心より祈
念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

　令和４年９月24日、前日の台風の強い雨ではな
く、雨は降っているが静かになって安心してい
た。当日は仕事を休みにしていた為、ゆっくりと
起床、トイレに行くが水が流れない、水道も出な
い。エコキュートのタンクに水が入っていると思
い確かめに行くとタンクは空っぽ。
　85歳で一人暮らしの父が心配になり、コンビニ
エンスストアで２Ｌの水を２本購入し、慌てて実
家へ向かう。父の暮らす部屋へ行くと、いない。
あちこち探すと、風呂場からシャワーを浴びる音
が聞こえる。「父さん大丈夫か？」と声を掛ける
が、本人は周りで何が起きているのか知らないか
ら、「何だ？」と返事が返ってくる。ひとまず安
心。妻に、実家は水が出る事、風呂が使える事を
連絡し、ポリタンクに水を汲み自宅に帰り、トイ
レの水を流す。次に、従業員に連絡、実家（会
社）では水が出ることを連絡する。ポリタンクを
持ってみんなやって来る。

　次の日は、浜電工業株式会社様の創立50周年記
念祝賀会へ出席させて頂き、そこで同じ静岡市清
水区の中で、凄い事が起きていることを知る。同
祝賀会に来賓として出席されていた清水の大先輩
である夏目電気工業株式会社の夏目社長に挨拶を
する。すると社長から、「舛谷君、うちの会社、

恐ろしき自然災害

中部電力パワーグリッド株式会社

� 静岡支社長　中村佳津宏

わが支部

清水電気工事協同組合

　専務理事 舛 谷 徳 彦

《 清 水 支 部 》
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冠水１ｍ20㎝だよ。」と教えて頂く。同じく来賓
として出席されていた株式会社大成の深瀨会長か
ら、「清水営業所が全滅、車もパソコンも全てだ
めです。」と聞かされる。取引をさせて頂いてい
るので心配であるが、それと同時に材料の調達の
心配という現実を知る。自宅の水が出ない事で慌
てて大騒ぎしていたが、私達は全然苦労していな
かった、私の知らない所で凄い事が起きていた。
場所によっては水が出ず、電気も来ていない地域
もあった。
　月曜からは水の出る地域の方々が、清水電気会
館にポリタンクで水を届ける。清水電気工事協同
組合と清水電気引込工事センターが機能するよう
にしなくてはならない。静岡県電気工事工業組合
より水を送って頂く。県内外の仲間の皆様より電
話、メール、ライン等で、心配と激励の連絡を頂
く。この文面をもって改めてお礼をさせて頂きま
す。ありがとうございました。清水電気工事協同
組合の会員も６事業所が床上、床下の冠水があ
り、ほとんどの事業所が断水で苦しんだ。街のい
たる所で泥の跡が残っていて、公園には冠水して
しまい使えなくなってしまった家具や畳などが積
み上げられている。小学校で給水車による水の配
給がされている。今まで見なかった光景が目の前
で行われている。今回の事を教訓にして、何が出
来るのか、個々で考えていかなければならないと
思う。

講習会の予定（2023年度）

第一種電気工事士定期講習
　2023年度に開催を予定している第一種電気工事
士定期講習は、次のとおりです。

・４月５日（水）　静岡労政会館（静岡市）

・６月21日（水）　サーラシティ浜松（浜松市）

・10月４日（水）　サーラシティ浜松（浜松市）

・11月８日（水）　静岡市

・11月17日（金）　サーラシティ浜松（浜松市）

・11月29日（水）　静岡市

・３月　　　　　静岡市

電気関連法規講習会
主催 : （一社）日本電気協会中部支部

　電気関係業務に従事される皆様は、電気事業法
をはじめ、消防法・建築基準法等に定められた電
気関連の諸規定を十分理解し、これを遵守しなけ
ればなりません。

１．日　時　2023年１月12日㈭　12：50～17：00
　　　　　　2023年１月13日㈮　10：00～15：00
　　　　　　（２日間）
２．会　場　ウィルあいち １階 セミナールーム

名古屋市東区上堅杉町１
TEL：052－962－2511

３．募集定員 ： 54名
（�定員になり次第締め切り。定員超過後

のお申込みにはお断りの連絡あり。）
４．受講料（税込）　12,030円～

詳細は、
http://www.chubudenkikyokai.com/
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　最近、神社やお寺にお参りする人が増えていま
す。仏像の鑑賞や歴史ある建築物、若者達はパ
ワースポットとしての魅力など、訪れる目的は
様々です。その中でも社寺を訪れる目的として、
近頃特に話題を呼んでいるのが御朱印集めです。
私も神社やお寺にお参りして御朱印を集めていま
す。元々御朱印は、寺院を訪れて写経をした参拝
者が奉納した証として授けられていたものです。
いろいろな想いが、一つ一つの御朱印には込めら
れているのです。同じものは１つとしてないのが
御朱印の魅力なのだと、私は思います。神社と寺
院では、御朱印に印されている内容が異なるほ
か、霊場巡りなどによっても異なります。また、
一般的には中央に本尊名が入りますが、お堂や仏
様の名前が入る場合もあります。いろいろな御朱
印があるので楽しみです。

　日本には７万５千以上のお寺があると言われて
います。最近は、コロナでなかなかお出掛けして
お参りする機会が少なく、とても残念でなりませ
ん。先日、部屋の片付けをしていたとき、御朱印
を集め始めた契機となる、廿日会・焼津の電気工
事組合の奈良への親睦旅行CD（2013年10月18日，
19日）が見つかりました。旅行先は、吉野と奈良
世界遺産巡りで、吉野金峯山寺、吉水神社、奈良

法隆寺、唐招提寺、薬師寺、東大寺を巡り、奈良
ホテルにて食事、お泊まりは信貴山観光ホテルで
した。東大寺が私的には１番印象がありました。
何故なら中学の修学旅行以来だからこそ……そし
て……光り輝く仏を意味するものだからこそ。
　日本の仏教の流れについて、６６２年法相宗、
７４０年華巌宗、７５９年律宗、８０６年天台宗、
真言宗、１１７５年浄土宗、浄土真宗、時宗、 
１２００年代になると日蓮宗、曹洞宗と続きます。
東大寺は、華厳宗の大本山になります。華厳宗大
本山の東大寺は、聖武天皇による７４３年の「盧
舎那大仏造顕の詔」により建立が始まり、７５２
年に大仏殿で開眼供養が行われました。華厳宗は
日本最古の仏教で、大仏殿が完成したのは当時の
はやり病の天然痘ウイルスが流行している時期
で、今のコロナの流行と重ねあえる所がありま
す。早くコロナが終息することを祈るばかりです。

　今日、社寺を対象とした巡り巡礼が、現代の新
たな旅のスタイルとして定着してきました。背景
には、神仏への純粋な信仰心や万物の命への関
心、或いは心の癒しを叶える要素が多くあると思
います。人は１人では生きていけません。コロナ
時代の今こそ、人と人との関わり合いを大切にし
なければなりません。

理事随想

お参り

� 理事　伊 東 達 也
（藤枝支部）
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　2022年11月30日（水）及び12月１日（木）の両日、全日電工連主催の第４回電気工事技能競技全国大
会が横浜アリーナで開催されました。この大会は、2014年から２年に１度開催されていますが（2020
年は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止）、今回から一般の部に全都道府県の選手が出場す
ることになり、参加選手が大幅に増加したことから、会場を両国国技館から横浜アリーナに移して開
催されました。
　エントリーした選手は、一般の部54人（内１人は体調不良により欠席）、女性の部９人、高校生の
部９人、計72人です。
　本県からは、一般の部に望月大和選手（日進電機株式会社）（静岡支部）、女性の部に小長谷晴菜選
手（大王電機株式会社）（静岡支部）、高校生の部に清水幸貴選手（静岡県立浜松城北工業高等学校）
が参加しました。全国から駆け付けたたくさんの応援団が見守る中、女性の部に出場した小長谷選手
が銀賞を受賞しました。おめでとうございます。小長谷選手の名前が読み上げられたときには、客席
にいた関係者から大きな歓声が上がりました。また、望月選手及び清水選手も、制限時間いっぱいま
で健闘されました。お疲れ様でした。
　今回の参加に御協力いただいた日進電機株式会社、大王電機株式会社、静岡県立浜松城北工業高等
高校、清水電気工事協同組合及び静岡電気工業組合の皆様には、改めて御礼申し上げます。
　また、アテンドの皆様をはじめ、陰に陽に選手を支えていただいた関係者の皆様、ありがとうござ
いました。
　第５回大会は、2024年に開催されることが決定しております。次回も、皆様の御協力を賜りたく、
よろしくお願いいたします。

第４回 電気工事技能競技全国大会
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）手選谷長小たけ付をルダメ銀（

）手選谷長小（

）手選月望（）手選谷長小（

）員役組工県（）手選月望（
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１ 月 ６ 日（金）	 事務局仕事始め
１ 月10日（火）	 ボルテージ １ 月号発行
	 新年あいさつ回り
１ 月17日（火）	 新年あいさつ回り
２ 月上旬	 三役会
２ 月16日（木）	 全日電工連合同会議（松山市）

（P）3 月中下旬	 総務、事業、技術・広報委員会
（P）3 月24日（金）	 ボルテージ ３ 月号発行

４ 月 ５ 日（水）	 定期講習（静岡労政会館）
（P）４ 月中旬	 監査
（P）４ 月下旬	 理事会
（P）４ 月下旬	 上期委託作業安全推進会議

５ 月29日（月）	 総代会（ホテルアソシア静岡）
（P）６ 月上旬	 総務、事業、技術・広報委員会

６ 月21日（水）	 定期講習（サーラシティ浜松）
６ 月29日（木）	 全日電工連通常総会
10月 ４ 日（水）	 定期講習（サーラシティ浜松）
10月19日（木）	 電気工事業全国大会（福島）
10月24日（火）	 中部経営セミナー（津市）

（P）11月 ８ 日（水）	 定期講習（静岡市）
11月17日（金）	 定期講習（サーラシティ浜松）

（P）11月29日（水）	 定期講習（静岡市）

11月25日（金）	 ボルテージ11月号発行
12月 １ 日（木）	 電気工事技能競技全国大会
	 （横浜アリーナ）
12月20日（火）	 下期委託作業安全推進会議（藤枝市）
12月29日（木）	 事務局仕事納め

県工組日記（2022年度）

予 定 （１月以降）

（清水選手） （清水選手） 

組合員の異動（2022年度）
● 変 更

【 代表者 】
㈱小林電気� 【清水】
小林　光路
静岡市清水区船原2-3-9／054（345）6930

落合電気工業㈱� 【浜松】
落合　賢也
浜松市中区向宿1-20-14／053（461）8054

【主任電気工事士】
落合電気工業㈱� 【浜松】
　落合　賢也　←　落合　紀幸
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一般社団法人 静岡県設備協会

会長　　藤　田　良　彦

静岡市駿河区泉町3-3
電話　054（282）6618
FAX　054（287）0415

一般社団法人 静岡県電業協会
会　長　　夏　目　英　明
副会長　　鈴　木　英　二
　同　　　入　谷　通　雄
　同　　　松　田　光　弘
　同　　　内　田　　　豪

静岡市駿河区泉町3-3
電話　054（281）7158
FAX　054（284）2180

一般財団法人 静岡県消防設備協会

理事長　　鈴　木　文　三

静岡市葵区紺屋町11-4
太陽生命静岡ビル

電話　054（252）5541
FAX　054（272）7202

一般財団法人 中部電気保安協会
静岡支店長　　森　清史

静岡市葵区春日三丁目4-18
電話　054（253）6310
FAX　054（271）8377

中部電気保安協会 URL http://www.cdh.or.jp/

一般社団法人 東海電友共済会
理 事 長　　坂　田　　　茂
専務理事　　藤　井　信　行

浜松市中区鴨江四丁目10-20
電話　053（454）7340
FAX　053（454）3821

（株）静岡県電気工事協力会

代表取締役社長　　松　本　高　明

代表取締役副社長　　松　田　良　克

代表取締役副社長　　青　木　功一郎

専 務 取 締 役　　中　山　雅　夫

常 務 取 締 役　　篠　崎　一　郎

静岡市駿河区津島町12-27

電話　054（654）9111

FAX　054（654）9112

静岡県電気工事業健康保険組合

理事長　　杉　山　　　直

静岡市駿河区津島町12-27
電話　054（287）5800
FAX　054（287）5802

https://shizuoka-denkikenpo.or.jp

謹賀新年　２０２３年元旦
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清水電気工事協同組合

理事長　　海　野　久　生

静岡市清水区春日二丁目5-12
電話　054（353）6165
FAX　054（353）6166

mailto:s.denkikoujikumiai@poem.ocn.ne.jp

静岡電気工業協同組合

理事長　　藤　田　良　彦

静岡市駿河区津島町12-27
電話　054（288）1234
FAX　054（202）8350

mailto:e-kumiai@cronos.ocn.ne.jp
URL:denki-shizuoka.com/

志太榛原電気工事事業協同組合

理事長　　法　月　昭　治

藤枝市青木二丁目36-13
電話　054（641）1231
FAX　054（645）0480

mailto:wbs.50473@mail.wbs.ne.jp

南榛原電気工事協同組合

理事長　　榎　田　勇　治

牧之原市静波2220の29
電話　0548（22）5121
FAX　0548（22）8813

mailto:minamihaibara@outlook.jp

掛川電気工業協同組合

理事長　　松　田　良　克

掛川市久保二丁目22-14
電話　0537（22）5815
FAX　0537（24）8569

mailto:wbs35891@mail.wbs.ne.jp
URL:siz-sba.or.jp/kdkumiai/

浜松電気工事協同組合

理事長　　天　野　裕　介

浜松市中区鴨江町24
電話　053（453）6251
FAX　053（453）5838

mailto: hamaden@ia9.itkeeper.ne.jp

謹賀新年　２０２３年元旦
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令和4年12月1日
静岡県電設資材卸業協同組合 賛助推進会員名簿
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